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［目的・背景］
KOBELCOグループは、自社の生産プロセスにおけるCO2削減と、当社グループ独自の技術・製品・サービスによるCO2排出削減貢献の 

2つの側面で、2030年目標及び2050年ビジョンを設定しています。

　製鉄プロセスのCO2排出削減ニーズの高まりに伴い、

直接還元製鉄に対する関心が世界的に高まっています。

当社グループの独自技術であるMIDREX®プロセスは天

然ガスを使った直接還元製鉄法であり、高炉法に比べて

製鉄工程でのCO2排出量を2～4割削減することが可能

です（「還元鉄・電炉」と「高炉・転炉」の比較）。また、

MIDREX®プロセスは、世界の還元鉄生産量の約6割（天然

ガスベースでは約8割）を占めています。

　現在、MIDREX®プロセスに対する引き合いは、非常に

活発な状況です。これは、世界中の鉄鋼メーカーが脱炭

素化を真剣に検討する中で、直接還元製鉄法により製造

されるDRI（Direct Reduced Iron）が、カーボンニュー

トラルへの移行計画の中で重要な位置付けにあると考え

ていることを示しています。

　MIDREX®プロセスの主要な構成機器はシャフト炉とリ

フォーマーであり、いずれもMidrex社の独自技術です。

Midrex社はこれらを設計・供給するための専門知識を有して

おり、プラント内の他の多くの設備と同様に自社で設計し、継

続的に改善を行っています。MIDREX®プロセスの強みは最

新技術に裏付けられた、そして長きにわたって実証された操

業の安定性です。その結果、MIDREX®プロセスのプラントで

は多くの場合で定格能力を超えた生産量を達成しています。

　また、市場が急速に変化する中、様々な品位の鉄鉱石

及びエネルギー源（天然ガス、水素、コークス炉ガス）に対

応可能であることや、1つのプラントから隣接する溶融炉

に供給するための高温のDRIと輸出するためのHBI（Hot 

Briquetted Iron）を同時に生産するといった製品の選

択肢の面で多くのオプションを有していることもMIDREX®

プロセスの特長の一つです。

　今後も引き続き技術優位性を維持していくためには、高

炉向けHBIへの対応、低品位鉱石の活用、鉄鉱石を100％水

素ベースで還元するMIDREX H2™のような新しい技術・製

品の商品化が必要と考えています。すでに一部のMIDREX®

プロセスではこれまでにも低品位鉱石を使用していますが、

今後はその傾向が強まっていくと考えています。MIDREX®

プロセスには様々な品位の鉄鉱石を使用できる柔軟性が

あり、これが競合他社に対するMIDREX®プロセスの強みの

一つです。水素還元についても、MIDREX®プロセスは約

75％の水素含有の還元ガスを用いて長年にわたり商業生

産をした実績があります。水素の比率を75％から100％にす

るのは大きな飛躍ではなく、我々の経験とテストデータから

考えると、実現可能だと確信しています。

　2050年のカーボンニュートラル達成に向けて、生産プロセスにおけるCO2削減については、当社グループ独自技
術の開発推進及び外部の革新技術の活用等により果敢に取り組んでいきます。また、CO2削減への貢献の観点で
は、MIDREX®プロセス等の機械系事業や自動車軽量化・電動化に貢献する素材事業等の様々な技術・製品・サービ
スを有しています。多様な技術と製品の融合を可能にする当社グループの強みを活かし、カーボンニュートラルの進
展に伴う需要拡大をビジネスチャンスとして捕捉していきます。

＊1  削減目標の対象範囲の大半が製鉄プロセスでの削減。2020年9月公表時から見直し（BAUベースから総量ベースへ変更したうえで、当社グループ独自ソリューショ
ンの活用拡大を加味）

＊2 当社グループ独自の技術・製品・サービスを通じて社会の様々な分野でCO2排出削減に貢献
＊3 2020年9月公表時の算定式を見直し

※出典：2021年2月16日当社発表 「KOBELCOグループの製鉄工程におけるCO2低減ソリューション」
※MIDREX®プロセスについては、Midrex社のホームページもご覧ください。

2030年目標 2050年ビジョン

生産プロセスにおける

CO2削減
30～40%
（2013年度比）＊1

カーボン
ニュートラルへ挑戦し、

達成を目指す

技術・製品・サービスによる

CO2排出削減貢献＊2
6,100万t

（うちMIDREX®4,500万t以上＊3）
1億t以上

内部環境 外部環境 当社グループアクション

リスク
（マイナス要因）

•  CO2排出量が多い高炉、
石炭火力発電所を保有

•  当社グループ排出CO2に
対する削減対策コストの
増加

•  投資家等のダイベストメ
ントの動き

•  2050年カーボンニュート
ラルの達成に向けたロード
マップの開示

•  ロードマップに基づく中長
期的な技術開発推進

弱み：Weakness 脅威：Threat リスクの最小化

機会
（プラス要因）

•  CO2排出削減貢献メニュー
を多数保有

•  多様な事業と技術の融合

•  CO2排出削減貢献 
メニューの需要増加

強み：Strengths 機会：Opportunity 機会の最大化

エンジニアリング事業部門
新鉄源センターの担当
執行役員　元行 正浩

「2050年カーボンニュートラルの達成」に向けて
鉄鋼業界は急速に変化しており、その対応策として、
直接還元鉄への関心が高まっています。
MIDREX®プロセスはカーボンニュートラルの

達成に確実な方法です。

MIDREX®プロセス

MIDREX®プロセスフロー

遠方の電炉・
高炉等で使用

②炉頂ガス
（CO、H2、CO2、H2O等を含む）

海上輸送等リフォーマー 
（改質炉）

近隣の電炉等
で使用

① 還元ガス
水素 約55%、CO 約36%

HBI

ブリケットマシン

DRI

鉱石ペレット／塊鉱石

Fe2O3 + 3H2 → 2Fe + 3H2O
Fe2O3 + 3CO → 2Fe + 3CO2

シャフト炉内
での反応

シャフト炉

天然ガスCH4

カーボンニュートラルへの挑戦

https://www.midrex.com/

中長期成長への経営戦略と経営資源 KOBELCOグループ中期経営計画（2021～2023年度）

水素 H2（将来）

（部分添加）

•  CO2排出削減貢献メニュー
の技術開発、事業化推進

イントロダクション 価値創造ストーリー
中長期成長への
経営戦略と経営資源 コーポレートデータ経営基盤
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